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彦
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る
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ぷ
第
２
１
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持
経
宿
、
平
治
宿
の
巡
回
整
備
と
お
盆
の
準
備 

 

◇
実
施
日 

 

７
月
３
１
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
湯
川
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、

生
熊
千
満
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
高
階
美
根
子
、
梶
野
照

雄
、
志
岐
敬
、
今
中
三
恵
子
、
村
吉
光
夫 

 
 

（
１
３
名
） 

  

７
月
に
入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
き
、
連
日
感 

染
者
数
の
更
新
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
大
峰
を
訪
れ
る
登
山
者
も 

激
減
し
、
各
小
屋
に
あ
っ
た
予
約
も
殆
ど
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 

土
止
め
用
の
板 

 
 
 

 

平
治
宿
へ
向
か
う 

 
 
 

 
 

平
治
宿
到
着 

こ
ん
な
状
況
下
で
も
維
持
管
理
作
業
は
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
。
今
回
、
村
吉
、 

梶
野
、
志
岐
、
今
中
の
奈
良
、
大
阪
組
を
含
め
１
３
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て 

く
れ
た
。 

 

持
ち
込
む
資
材
が
多
い
の
で
、
児
嶋
さ
ん
に
ト
ラ
ッ
ク
の
提
供
を
お
願
い
し
、 

３
日
前
に
調
達
・
積
込
み
を
行
っ
た
。 

 

午
前
８
時
半
少
し
前
に
全
員
が
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
に
揃
う
。
本
日
の
作 

業
内
容
を
説
明
し
、
沖
崎
、
村
吉
、
梶
野
、
児
嶋
ト
ラ
ッ
ク
の
４
台
で
池
郷
林 

道
へ
乗
り
入
れ
る
。
持
経
宿
ま
で
に
２
～
３
回
落
石
を
除
去
し
た
が
、
概
ね
普 

段
通
り
で
、
５
５
分
で
持
経
宿
に
着
い
た
。 

 

持
ち
込
ん
だ
資
材
を
小
屋
前
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
め
て
荷
分
け
す
る
。
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
１
２
個
、
１
．
８
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
２
枚
、
岡
室
進
さ 

ん
か
ら
頂
い
た
段
差
材
２
０
枚
と
薪
、
加
え
て
村
吉
さ
ん
持
参
の
半
割
丸
太
５ 

本
。
こ
れ
ら
の
内
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
は
持
経
宿
用
で
、
そ
れ
以 

外
の
物
と
持
経
宿
に
デ
ポ
し
て
い
た
木
杭
を
加
え
、
各
自
背
負
子
に
載
せ
て
平 

治
宿
に
向
か
っ
た
。 

児
嶋
さ
ん
は
ス
ト
ー
ブ
焚
口
の
オ
イ
ル
缶
交
換
の
た
め
持
経
宿
に
残
っ
た
。 

暑
さ
と
重
荷
で
休
憩
回
数
が
増
え
、
７
５
分
か
か
っ
て
平
治
宿
に
着
い
た
。 

大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
の
お
三
方
に
持
経
宿
の
清
掃
と
食
器
類
の
整 

理
。
お
堂
と
千
年
桧
の
お
堂
の
御
供
交
換
な
ど
の
お
盆
準
備
を
お
願
い
し
て
い 

た
の
で
、
平
治
宿
到
着
後
す
ぐ
に
引
き
返
さ
れ
た
。 

 

平
治
宿
小
屋
前
に
運
ん
で
き
た
段
差
材
や
杭
、
工
具
類
を
並
べ
て
作
業
の
準 

備
を
す
る
。
梶
野
、
村
吉
、
志
岐
の
３
人
に
水
場
径
下
段
、
水
槽
の
上
付
近
の 

改
修
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
沖
崎
、
濱
野
、
湯
川
の
３
名
で
迂
回
路
手
前
部 

分
を
改
修
す
る
。
生
熊
、
高
階
、
今
中
の
３
名
に
小
屋
内
の
清
掃
を
お
願
い
し 

た
。 

 

作
業
終
了
時
刻
を
１
２
時
３
０
分
と
決
め
て
、
資
材
・
工
具
を
手
に
現
場
に 

降
り
る
。
沖
崎
組
は
小
屋
に
近
い
一
番
上
か
ら
作
業
を
始
め
た
。
上
の
方
は
勾 



配
も
ゆ
る
く
足
元
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
地
面
も
岩
は
殆
ど
無
く
土
ば
か
り 

な
の
で
木
杭
も
し
っ
か
り
打
ち
込
め
て
作
業
が
捗
る
。
１
２
時
２
０
分
頃
に
１ 

５
段
ほ
ど
が
完
成
し
、
迂
回
路
の
入
り
口
ま
で
が
完
了
し
た
。 

下
方
の
梶
野
組
は
苦
戦
中
、
急
勾
配
の
上
に
岩
だ
ら
け
で
木
杭
は
勿
論
、
鉄
筋 

も
打
ち
込
む
こ
と
が
出
来
ず
、
や
む
な
く
岩
を
迂
回
す
る
形
で
無
理
や
り
道
ら 

し
き
形
を
整
え
た
。
岩
の
部
分
は
２
．
５
ｍ
の
長
さ
が
２
ヶ
所
。
そ
れ
以
外
の 

急
傾
斜
部
分
は
４
ｍ
が
２
ヶ
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
は
行
仙
宿
の
水
場
径
の 

様
な
階
段
を
設
置
す
る
し
か
解
決
方
法
が
無
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
ど
の
よ
う 

に
階
段
を
固
定
で
き
る
か
が
最
難
問
だ
。 

水
場
の
水
流
は
多
く
、
水
槽
に
落
石
も
殆
ど
無
か
っ
た
。
暫
く
底
浚
え
し
て
い 

な
か
っ
た
の
で
泥
が
大
量
に
溜
ま
っ
て
い
た
。
全
て
掻
き
出
し
て
掃
除
し
た
。 

ミ
ミ
ズ
は
一
匹
も
い
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

水
槽
を
清
掃 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

補
修
完
了
し
た
段
差 

 

終
了
予
定
の
１
２
時
３
０
分
、
志
岐
、
村
吉
さ
ん
が
小
屋
に
戻
っ
て
き
た
。 

急
傾
斜
で
足
場
が
悪
い
上
に
岩
だ
ら
け
で
鉄
筋
も
打
ち
込
め
ず
、
サ
ジ
を
投
げ 

た
よ
う
だ
。
水
槽
の
掃
除
に
降
り
た
梶
野
君
も
、
も
う
す
ぐ
上
が
っ
て
く
る
だ 

ろ
う
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

小
屋
に
戻
っ
て
昼
食
の
後
、
持
経
宿
に
引
き
返
す
。
小
屋
内
は
女
性
陣
の
手 

で
拭
き
掃
除
ま
で
さ
れ
て
、
見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

持
経
宿
途
中
の
千
年
桧
の
お
堂
は
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
、
樒
や
御
供
も
交
換 

さ
れ
て
お
盆
準
備
は
整
っ
て
い
た
。 

 

午
後
２
時
半
前
に
持
経
宿
に
帰
着
す
る
。
児
嶋
さ
ん
と
女
性
陣
３
人
は
予
定 

の
作
業
を
終
え
て
休
憩
中
だ
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 
 

 
 

テ
ー
ブ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
に
交
換 

 

い
つ
も
は
持
経
宿
に
着
い
て
す
ぐ
に
下
山
す
る
の
だ
が
、
午
後
３
時
ま
で
少 

し
時
間
が
あ
る
の
で
、
持
っ
て
き
た
湯
川
君
寄
贈
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
テ
ー 

ブ
ル
に
仮
置
き
し
て
み
た
。
現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
足
に
ブ
ロ
ッ
ク
半
分
を
足
す
必 

要
が
あ
る
。
児
嶋
さ
ん
が
石
ノ
ミ
と
ハ
ン
マ
ー
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
半
分
に
割
り
、 

既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
継
ぎ
足
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
脚
が
完
成
。
上
に
２
枚
の
コ
ン 

ク
リ
ー
ト
板
を
置
く
と
腐
ら
な
い
テ
ー
ブ
ル
が
出
来
上
が
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー 



ト
板
は
一
枚
が
３
０
㎏
位
の
重
さ
が
あ
る
の
で
十
分
安
定
し
て
い
る
。 

 

持
経
宿
改
築
時
に
造
っ
た
テ
ー
ブ
ル
は
木
製
だ
っ
た
の
で
、
７
年
を
経
て
あ 

ち
こ
ち
が
腐
食
し
て
い
た
。
今
度
は
全
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の
で
腐
る
心
配
は 

な
い
。 

 

こ
れ
で
本
日
の
作
業
は
終
了
。
村
吉
さ
ん
は
丸
太
に
防
腐
剤
を
塗
る
た
め
に 

持
経
宿
に
残
り
、
他
は
下
山
し
た
。
下
山
直
前
に
ゲ
ー
ト
に
車
を
置
い
た
登
山 

者
が
現
れ
、
こ
の
登
山
者
を
梶
野
車
に
乗
せ
て
ゲ
ー
ト
ま
で
運
ん
だ
。
一
緒
に 

歩
い
て
い
た
相
棒
は
嫁
越
峠
か
ら
前
鬼
に
下
山
し
た
ら
し
く
、
前
鬼
ま
で
迎
え 

に
行
く
そ
う
だ
。 

 

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

８
月
５
日
、
我
々
が
下
山
し
た
後
、
持
経
宿
を
通
過
し
た
登
山
者
に
村
吉
さ 

ん
が
対
応
さ
れ
、
そ
の
お
礼
が

掲
示
板
に
投
稿
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

  

大
峯
奥
駈
道
全
山
縦
走(

逆
峰:

 

吉
野
か
ら
熊
野)

の
途
中
、7

/31(

日)

に
平
治
宿 

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
既
に
食
糧
が
乏
し
く
な
っ
て
来
て
お
り
下
山
も
止
む
な 

い
か
と
半
ば
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
持
経
宿
で
整
備
作
業
を
さ
れ
て
い
た
御
仁
に 

食
糧
を
お
分
け
い
た
だ
き
、
先
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
治
宿
で
は
食
糧
を
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
翌
日
に
行
仙
宿
で
も
以
下 

の
物
を
頂
戴
し
ま
し
た
。・
サ
ト
ウ
の
ご
は
ん
・
さ
ん
ま
柚
子
味
噌
煮
缶
詰
・
缶
入
り 

パ
ン
、
各1

・
入
口
前
の
タ
ン
ク
か
ら
水1

L

ほ
ど
ト
イ
レ
を
使
っ
た 

こ
と
も
含
め
、1

千
円
を
志
納
箱
に
お
納
め
し
ま
し
た
。
な
お
、8/1(

月)

時
点
で
の

行
仙
宿
の
食
糧
の
残
り
は
、・
サ
ト
ウ
の
ご
は
んx

3

・
缶
入
り
パ
ン
多
数
で
し
た
。 

そ
の
後
、
葛
川
辻
、
玉
置
山
を
経
て
、
無
事8

/3
(

水)

に
熊
野
本
宮
へ
下
り
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
、
長
患
い
の
娘
が
少
し
で
も
良
く
な
る
よ
う
に
と
の
願
掛
け
で
思
い
立
っ 

た
大
峯
奥
駈
道
縦
走
を
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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